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平成31年度の取組について

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
、
本
県
の
森
林
整
備
の
推
進
と
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
御
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
六
月
に
は
、
全
国
各
地
よ
り
林
業
・
木
材
産
業
に
関
わ
る
皆
様
の
御
参
加
を
い
た

だ
い
た
全
国
林
業
後
継
者
大
会
や
、
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
下
、
被
災
地
で
は

初
と
な
る
全
国
植
樹
祭
を
、
十
一
月
に
は
、
そ
の
理
念
を
継
承
し
た
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
未
来
に
つ
な
ぐ
希
望
の
森も

　
り林

づ
く
り
に
向
け
た
機
運
が
一
層
高
ま
っ

た
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
続
け
る
福
島
県
の
姿
や
、
国
内
外
の
多
く
の

方
々
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
温
か
い
御
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
三
一
年
度
は
、
ふ
く
し
ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
重
点
的
か
つ
着

実
に
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
森
林
の
再
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
森

林
整
備
と
そ
の
実
施
に
必
要
な
放
射
性
物
質
対
策
を
行
う
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
飛
砂
の
防
備
、
潮
害
・
風
害
の
防

止
機
能
に
、
津
波
被
害
の
軽
減
効
果
を
追
加
し
て
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期

完
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
を
支
援
し
安
定

供
給
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
や
海
外
を
視
野
に
入
れ
た
販
路
拡
大
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
栽
培
き
の
こ
の
生
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
木
・

お
が
粉
等
の
生
産
資
材
の
供
給
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
山
菜
や
野
生
き

の
こ
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
三
一
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
機
能
の
整
備
に
つ

い
て
も
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
県
の
森
林
の
再
生
と
林
業
・
木
材
産
業
の
復
興
、
林
業
成
長
産
業
化
の

実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　平成31年４月20日（土）、JR福島駅前において「緑の募金」街頭キャンペーンを行いました。
　この街頭キャンペーンは、毎年、春季募金運動推進期間中（４月１日～５月31日）、福島市緑化推進委員
会と共催で開催しております。
　市内の荒井小、岡山小、佐倉小、佐原小の４つの小学校の緑の少年団をはじめ、松崎浩司県農林水産部長、
芳見茂県北農林事務所長のご臨席をいただき、齋藤卓夫県森林・林業・緑化協会長ら総勢約120名が参加し、
晴天の中で街行く人達に緑の募金の協力を呼び掛けました。
　小さなお子さんからご年配の方まで老若男女問わず、多くの皆さんが募金に協力してくださいました。本
当にありがとうございました。

春の「緑の募金」街頭キャンペーン始まる!!

2019年 緑化運動標語「その手から　つながる未来　広がる緑」

公益社団法人 福島県森林・林業・緑化協会 緑化推進局

元気に募金を呼び掛ける緑の少年団

１．募 金 目 標 額　70,000,000円
２．募金運動の期間　４月１日～５月31日（春の新緑シーズン）
　　　　　　　　　　９月１日～10月31日（秋の紅葉シーズン）
３．事　業　内　容　⑴　森林の整備
　　　　　　　　　　　　県民参加の森林づくりの推進、地方植樹祭、育樹祭の開催 等
　　　　　　　　　　⑵　緑化の推進
　　　　　　　　　　　　緑の少年団の育成、緑化苗木の配布、学校緑化活動促進、花いっぱい運動、

緑の写真コンクールの実施 等
４．お問い合わせ先　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会（緑化推進局 緑化推進課）
　　　　　　　　　　〒960-8043 福島市中町5-18　福島県林業会館内
　　　　　　　　　　TEL：024-524-1480　FAX：024-521-3246

平成31年度 緑の募金運動
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林業研究センター企画情報部

林業研究センターだより

平成30年度の
「普及に移しうる成果」

ナメコ露地栽培の試験実施状況

　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
以
降
、
通
常
の
課
題
に
加

え
て
、
放
射
性
物
質
関
連
課
題
に
関
す
る

試
験
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、「
普

及
に
移
し
う
る
成
果
」
と
し
て
、
福
島
県

農
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
〇
年
度
は
、
通
常

課
題
に
つ
い
て
「
普
及
に
移
し
う
る
成
果
」

一
課
題
、「
参
考
と
な
る
成
果
」
一
課
題
、

放
射
線
関
連
課
題
に
つ
い
て
は
、「
放
射

線
関
連
支
援
技
術
情
報
」
六
課
題
の
成
果

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
福
島
県
農
業
振

興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
三
〇
年
度
普
及
に

移
し
う
る
成
果

海
岸
防
災
林
の
活
着
・
初
期
成
長
に
つ
い
て

　

津
波
で
失
わ
れ
た
海
岸
防
災
林
を
早
期

に
復
旧
す
る
た
め
、
盛
土
造
成
地
に
お
け

る
苗
木
の
活
着
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
方
が
ポ
ッ
ト

苗
よ
り
も
活
着
が
良
く
、
ク
ロ
マ
ツ
の
方

が
ア
カ
マ
ツ
よ
り
も
成
長
が
良
い
と
の
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
（
図
―
１
）。
ま
た
、

春
植
栽
で
は
植
栽
木
の
成
長
に
施
肥
の
効

果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
参
考
と
な
る
成
果

ナ
ツ
ハ
ゼ
優
良
系
統
選
抜

　

ナ
ツ
ハ
ゼ
を
ジ
ャ
ム
等
の
加
工
品
に
利

用
す
る
た
め
ナ
ツ
ハ
ゼ
の
優
良
系
統
に
つ

い
て
六
系
統
を
選
抜
し
ま
し
た
。
一
次
選

抜
し
た
優
良
系
統
候
補
木
の
特
性
を
調
査

し
特
性
表
を
作
成
し
ま
し
た
（
表
―
１
）。

そ
の
結
果
、
野
生
の
ナ
ツ
ハ
ゼ
は
食
味
の

ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
ジ
ャ
ム
に
向
く
も

の
と
向
か
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
放
射
線
関
連

支
援
技
術
情
報

広
葉
樹
萌
芽
枝
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
推
移

　

広
葉
樹
を
萌
芽
更
新
す
る
際
の
参
考
と

す
る
た
め
、
低
汚
染
地
域
に
お
い
て
コ
ナ

ラ
萌
芽
枝
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
（
以
下

「
137

Ｃｓ
」
と
す
る
。）
濃
度
を
調
査
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
各
部
位
の
濃
度
は
こ

れ
ま
で
調
査
し
た
中
・
高
汚
染
地
域
の
調

査
結
果
の
傾
向
と
同
様
に
、
葉
や
当
年
枝

と
い
っ
た
梢
端
側
の
濃
度
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
（
図
―
２
）。
ま
た
、
当

年
枝
の
濃
度
が
萌
芽
か
ら
二
年
目
に
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

ナ
メ
コ
原
木
露
地
栽
培
に
お
け
る
敷
材
別

137

Ｃｓ
汚
染
低
減
効
果

　

ナ
メ
コ
原
木
露
地
栽
培
に
お
け
る
敷
材

に
よ
る
汚
染
低
減
効
果
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
子
実
体
の
137

Ｃｓ
濃
度
は
原
木

の
下
に
パ
レ
ッ
ト
＋
マ
ッ
ト
、
不
織
布
＋

赤
玉
土
ま
た
は
鹿
沼
土
を
敷
設
し
た
場
合

に
特
に
低
く
な
り
ま
し
た
（
図
―
３
）。
こ

の
結
果
か
ら
、
汚
染
さ
れ
た
地
表
面
か
ら
ナ

メ
コ
原
木
を
離
す
こ
と
が
汚
染
低
減
の
た

め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

放
射
性
物
質
捕
捉
装
置
に
よ
る
ほ
だ
場
環

境
か
ら
の
ほ
だ
木
汚
染
実
態
把
握

　

原
木
き
の
こ
生
産
に
お
け
る
ほ
だ
場
環

境
か
ら
の
追
加
汚
染
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
林
内
や
林
外
に
セ
シ
ウ
ム
を
捕
捉
す

る
フ
ィ
ル
タ
ー
（
不
織
布
等
）
を
設
置
し

137

Ｃｓ
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
（
写
真
―

１
）。
そ
の
結
果
、
林
内
に
設
置
し
た
フ
ィ

ル
タ
ー
の

137

Ｃｓ
濃
度
は
林
外
に
設
置
し

た
フ
ィ
ル
タ
ー
よ
り
高
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
雨
水
等
に
よ
る

原
木
の
汚
染
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
（
図
―
４
）。

コ
シ
ア
ブ
ラ
部
位
別

137

Ｃｓ
濃
度
の
時
期
別
変
化

　

県
内
の
広
い
地
域
で
出
荷
が
制
限
さ
れ

※＊は多元配置分散分析で有意差があっ
たことを示す。

図－１　植栽木・苗種間の成長量の違い
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て
い
る
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
汚
染
状
況
を
部
位

別
、
季
節
別
に
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
部
位
別
の
平
成
三
〇
年
五
月
下
旬
の

葉
の
137

Ｃｓ
濃
度
が
他
の
時
期
や
部
位
よ
り

も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
（
図
―
５
）。

コ
ナ
ラ
林
内
土
壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
及

び
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
測
定

　

土
壌
か
ら
コ
ナ
ラ
立
木
へ
の
Ｃｓ
の
移

行
要
因
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内
２
カ
所

（
Ａ
、
Ｂ
）
の
コ
ナ
ラ
林
で
土
壌
の
137

Ｃｓ

濃
度
、
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
含
量
と
辺
材
の

137

Ｃｓ
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
土
壌
と
辺
材
の
137

Ｃｓ
濃
度
に
は
相
関

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
137

Ｃｓ

の
移
行
に
影
響
す
る
土
壌
の
交
換
性
カ
リ

ウ
ム
含
量
に
つ
い
て
は
、
調
査
地
Ａ
と
Ｂ

で
深
さ
別
に
異
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
（
図
―
６
）。

コ
ナ
ラ
材
部
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の

簡
易
な
推
定
方
法
の
検
討

　

き
の
こ
栽
培
用
の
コ
ナ
ラ
立
木
の
汚
染
程

度
を
枝
や
樹
皮
と
い
っ
た
部
位
か
ら
簡
易

的
に
推
定
す
る
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
年
枝
の
137

Ｃｓ
濃
度

は
材
部
と
相
関
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
（
図
―
７
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ
ナ

ラ
立
木
を
伐
倒
す
る
こ
と
な
く
、
当
年
枝

の
み
を
採
取
す
る
こ
と
で
材
部
の
Ｃｓ
濃
度

を
推
定
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

品種名 所在場所 実付 房長(cm) 房個数(個) 房付 総合評価点果実色 粒形 ﾌﾞﾙｰﾑ 一粒重（ｇ） 糖度％ 酸度％ 糖酸比 :樹形 樹高(ｍ) 樹勢 備考
笠石０ 田村市都路 やや少 6～10 6～8 中 2.13 黒 球形 無し 0.5276 12.10 1.93 6.27 株立 3.0 中
笠石１ 田村市都路 やや良 8～14 6～12 やや良 2.30 黒、輪紋 球形 無し 0.4859 13.70 2.45 5.59 株立 3.0 良 葉が赤い
笠石２ 田村市都路 やや少 5～9 6～10 中 2.20 薄い赤、輪紋 球形 無し 0.4911 11.40 1.48 7.70 株立 2.3 中
ＧＰ１ 田村市都路 中 8～12 10～15 良 1.57 黒 球形 無し 0.3670 9.00 1.48 6.08 株立、叢状 1.8 中
山田９９ 福島市山田 中 5～7 ３～7 落果多い 1.40 濃赤 やや扁平無し 0.6569 12.50 1.30 9.62 3本立 2.0 中 葉が赤い
表郷１ 白河市表郷 良 10～14 10～20 良 1.67 薄い黒 球形 無し 0.5150 10.80 1.32 8.18 株立 2.0 中 実が1列で採取しやすい

表－１　優良系統候補木特性表

図－６　調査地Ａ及び調査地Ｂの土壌深さ別交換性カ
リウム含量

図－７　コナラ立木における当年枝、旧年枝、外樹
皮、内樹皮の137Cs濃度と材部の137Cs濃度との関係

図－５ コシアブラ部位別
137
Ｃｓ濃度

図－６ 調査地Ａ及び調査地Ｂの土壌深さ別交換性カリウム含量

※凡例が読めないため、読めるデータを再度貼り付けしてください。

図－５　コシアブラ部位別137Cs濃度 写真－１　放射能捕捉装置（垂直設置）図－４　垂直設置フィルター各段１㎥当たりの137Cs沈着量割合

写真－１ 放射能捕捉装置（垂直設置）

図－４ 垂直設置フィルター各段１ m3 当たりの137Cs沈着量割合
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図－２　萌芽枝の部位別の137Cs濃度（Ｈ30）
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福
島
県
も
り
の
案
内
人

福
島
県
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

�

認
定
及
び
活
動
に
つ
い
て

福
島
県
森
林
保
全
課

　

福
島
県
も
り
の
案
内
人
は
、
県
民
に
森

林
の
重
要
性
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
四
季

の
森も

　
り林

に
ふ
れ
あ
い
、
一
緒
に
学
ぶ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
と
し
て
県
内
各
地
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
九
年
度
を
初
年
度
と
し
て
今
年
度

で
二
二
回
目
を
迎
え
る
養
成
講
座
は
、
平

成
十
八
年
度
よ
り
県
民
の
皆
様
に
ご
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
「
森
林
環
境
税
」
を
活

用
し
た
事
業
と
し
て
開
催
し
、
昨
年
度
ま

で
に
五
五
九
名
の
方
を
「
福
島
県
も
り
の

案
内
人
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
単
位
制
と
し
、
全
二
五
単
位
の

中
で
、
森も

　
り林

づ
く
り
の
基
礎
か
ら
実
践
を

想
定
し
た
企
画
の
立
案
ま
で
、
森も

　
り林

づ
く

り
活
動
に
関
わ
る
様
々
な
知
識
を
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
全
単
位
を
取
得
し
た
受

講
者
は
、
そ
の
後
実
施
さ
れ
る
認
定
試
験

の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
、
こ
の
試
験
の

合
格
者
を
も
り
の
案
内
人
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。

　

取
得
単
位
に
は
三
年
間
の
有
効
期
限
を

設
け
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
開
催
日

を
土
曜
日
及
び
日
曜
日
に
し
て
、
平
日
働

い
て
い
る
方
で
も
資
格
取
得
に
挑
戦
し
や

す
く
し
て
い
ま
す
。

　

も
り
の
案
内
人
の
認
定
後
は
、
県
や
市

町
村
、
小
学
校
等
の
他
、
各
種
団
体
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
森
林
環
境
学
習
の
自
然

観
察
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
森も

　
り林

づ
く
り
の

講
師
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、

森
林
整
備
に
関
す
る
知
識
や
技
術
等
を
兼

ね
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
県
民
に
林
業
の
重
要
性
や
技
術
を

広
く
伝
え
る
た
め
、
県
内
で
活
動
し
て
い

る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
し
活

動
に
意
欲
的
な
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、

講
座
の
中
で
は
、
大
学
等
か
ら
森も

　
り林
づ
く

り
に
精
通
し
た
講
師
を
招
き
、
森
林
整
備

機
材
の
取
扱
い
方
法
な
ど
に
つ
い
て
直
接

講
義
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

七
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
当
該
講

座
を
修
了
し
た
後
、
五
日
間
以
上
の
森
林

平成30年度認定書交付式

整
備
機
材
を
使
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
経
験
し
た
後
、
実
施
す
る
試
験
の
合

格
を
も
っ
て
認
定
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度

ま
で
に
一
二
四
名
の
方
を
「
福
島
県
グ

リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。

　

認
定
後
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
お
け
る
森
林
整
備
の
安
全
指
導
や
県
内

で
開
催
さ
れ
る
緑
化
イ
ベ
ン
ト
で
の
一
般

の
方
に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
、
幅
広
く

活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

認
定
者
は
、
自
主
的
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会
及
び

ふ
く
し
ま
・
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

会
を
組
織
し
て
い
て
、
要
請
に
応
じ
た
派

遣
の
他
、
会
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
認
定

後
も
継
続
し
た
知
識
及
び
技
術
の
習
得
が

可
能
な
体
制
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

福島県もりの案内人養成講座

森林ボランティアリーダー育成講座
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検討会の開催

曲がりは除く

萌芽調査

瘤（枝基部）は除く

都
路
地
区
の

�
き
の
こ
原
木
生
産
技
術
を
継
承

阿
武
隈
川
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

林
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た

技
術
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
福

島
県
森
林
環
境
基
金
事
業
の
補
助
に
よ
る

地
域
林
業
伝
承
事
業
を
、
田
村
市
都
路
町

で
三
ヵ
年
計
画
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
放
射
性
物
質
に

よ
る
汚
染
に
よ
っ
て
、
震
災
以
前
に
は
、

年
間
十
五
万
本
以
上
生
産
さ
れ
て
い
た
都

路
地
区
の
き
の
こ
原
木
生
産
は
、
八
年
間

全
く
行
わ
れ
ず
、
現
在
も
再
開
の
目
途
は

立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

原
木
生
産
従
事
者
は
元
々
高
齢
者
が
多

く
再
開
時
に
従
事
出
来
な
い
・
新
規
参
入

者
に
教
え
る
人
が
い
な
い
と
い
う
懸
念
が

生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
盛
期
に
は
年
間

五
〇
万
本
も
生
産
し
、
関
東
は
も
と
よ
り

九
州
ま
で
移
出
し
て
い
た
、
優
秀
な
き
の

こ
原
木
生
産
技
術
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
新
規
参
入
者
の
手
引
き
と
な
る
冊
子

を
作
成
し
、
都
路
町
の
み
な
ら
ず
田
村
市

全
域
を
対
象
に
講
習
会
等
を
開
催
し
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
組

合
、
田
村
市
農
林
課
、
都
路
行
政
局
産
業

建
設
課
、
都
路
地
区
き
の
こ
生
産
者
、
公

益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化

協
会
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
福
島
県
県

中
農
林
事
務
所
、
当
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

七
名
を
委
員
と
す
る
検
討
会
を
、
年
三
回

開
催
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
九
年
度
は
、
調
査
林
を
候
補
地

十
箇
所
か
ら
一
箇
所
を
設
定
し
ま
し
た
。

面
積
五
〇
〇
平
方
㍍
（
円
形
）、
南
西
斜

面
二
三
度
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ク

リ
、
コ
ナ
ラ
等
一
五
八
本
（
㌶
当
り
三
、

一
六
〇
本
）
平
均
胸
高
直
径
七
・
六
㌢
㍍
、

平
均
樹
高
七
・
七
㍍
で
し
た
。
こ
れ
を
伐

採
し
、
玉
切
り
、
搬
出
し
、
舗
装
道
路
脇

へ
棚
積
み
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
度
は
、
伐
根
か
ら
の
萌
芽

状
況
調
査
及
び
原
木
生
産
に
あ
た
っ
て
の

留
意
事
項
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
伐
根

数
一
五
八
本
の
う
ち
、
萌
芽
無
し
一
七
株
、

萌
芽
有
り
一
四
一
株
（
発
芽
率
八
九
㌫
）、
萌

芽
総
本
数
六
〇
三
本
、
一
株
当
た
り
萌
芽

本
数
一
本
～
一
五
本
（
平
均
四
・
三
本
）
萌

芽
枝
長
一
㌢
㍍
～
二
一
九
㌢
㍍
（
平
均
九
三・

一
㌢
㍍
）、
根
元
直
径
一
・
〇
㌢
㍍
～
三
・
一

㌢
㍍
（
平
均
〇
・
八
㌢
㍍
）
で
し
た
。
萌

芽
無
し
株
は
一
本
立
ち
が
多
く
、
萌
芽
数

が
多
い
の
は
株
立
ち
が
多
い
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
、
現
時
点
で
の
調
査
結
果
に
よ

る
原
木
生
産
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

①
元
口
は
切
り
直
し
を
行
う

　

②
蔓
絡
み
や
枝
基
部
跡
に
よ
る
瘤
は
除
く

　

③
曲
が
り
空
洞
は
除
く

　

④
玉
切
り
は
根
元
か
ら
切
っ
た
り
、
上

か
ら
切
っ
た
り
、
中
段
か
ら
切
っ
た

り
と
臨
機
応
変
に
行
う

　

⑤
き
の
こ
の
伸
長
に
は
、
樹
皮
と
木
部

の
境
が
最
も
大
切
な
の
で
、
樹
皮
を

剥
が
し
た
り
、
傷
付
け
た
り
、
汚
し

た
り
し
な
い
よ
う
伐
根
や
除
外
材
を

台
と
し
て
伐
る
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福
島
県
の
森
林
・
林
業
復
興
に

向
け
た
取
組
結
果
の
ご
紹
介

～
農
林
中
央
金
庫
福
島
支
店
～

　

農
林
中
央
金
庫
で
は
、
森
林
・
林
業
の

分
野
に
お
い
て
、
平
成
二
四
年
度
よ
り
平

成
三
〇
年
度
ま
で
森
林
組
合
系
統
と
連
携

し
た
被
災
地
へ
の
木
製
品
寄
贈
の
取
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
福
島
県
で
は
第
六
九
回
全
国
植

樹
祭
に
向
け
て
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

を
は
じ
め
、
県
内
森
林
組
合
や
林
業
関
係

団
体
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し
、
当
日
ご

参
加
の
方
々
が
使
用
す
る
木
製
ベ
ン
チ
の

寄
贈
や
、

同
大
会
の

プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し

て
「
花
と

緑
い
っ
ぱ

い
の
ふ
る

さ
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
、

「
花
と
緑
」

が
あ
ふ
れ
る
福
島
県
を
県
内
外
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
や
数
々
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
同
大
会
を
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
森

林
に
直
接
触
れ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る

県
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
木
製
品
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
元
の
森
林
組
合
と
連
携
し
て
い
わ
き
市

内
の
小
中
学
校
三
〇
校
に
対
し
て
地
元
い

わ
き
産
材
を
活
用
し
た
木
製
テ
ー
ブ
ル
や

ベ
ン
チ
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
、
プ
ラ
ン
タ
ー

を
、
相
馬
市
の
「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

へ
木
製
折
り

畳
み
テ
ー
ブ

ル
を
、「
葛
尾

村
復
興
交
流

館
」
へ
木
製

テ
ー
ブ
ル
、

図
書
ラ
ッ
ク

一
体
型
ベ
ン

チ
な
ど
を
寄

贈
す
る
な

ど
、
地
域
の

将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち

に
「
木
」
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
生
活
環
境
改
善
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
木
製

品
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
木
の
温
も

り
や
木
へ
の
親
し
み
を
感
じ
な
が
ら
、
思

い
っ
き
り

遊
び
、
そ

し
て
学
ん

で
、
福
島

県
の
未
来

を
担
う
人

材
に
育
っ

て
く
れ
る

こ
と
を
心

か
ら
期
待

し
て
お
り

ま
す
。

　

当
金
庫

で
は
引
き
続
き
、
農
林
水
産
業
者
へ
の
支

援
や
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
木
育
活
動

の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
福
島
県
の
森

林
・
林
業
の
活
性
化
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
各
林
業
団
体
と
連
携
し
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ベンチの寄贈

いわき市の小中学校への寄贈

放課後キッズクラブへ寄贈したテーブル 葛尾村復興交流館へ寄贈した図書ラック一体型ベンチ

「花壇プロジェクト」始動

「福島県59市町村“花の森”プロジェクト」
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森林土木事業における労働災害の
防止に向けて

普及指導員通信

県北農林事務所
林業普及指導員　渡　部　浩　幸

　林業における労働災害の発生は、各種災害防止活動の展開や関係者の努力により長期的には減少傾向で推
移していますが、近年は減少が鈍化している状況にあり、安全衛生対策の確実な実行が必要となっています。
　福島県における平成30年１月～12月までの全産業の死亡災害は１名、死傷者（休業４日以上）は2,008名
で対前年比10.6％の増となっており、業種別では、土木工事業が死亡災害０名．死傷者97名で5.4％の増、
林業は、死亡災害１名、死傷者38名で対前年比52％増と他産業に比べ非常に多くなっています（平成31年２
月28日時点速報値）。
　当管内では、死傷者を伴う労働災害は発生していませんでしたが、森林土木事業においては、保安林にお
ける下刈り、除伐、本数調整伐、病害虫の駆除、工事現場の立木の伐採・搬出、支障木の除去等の森林整備
業務が多く行われているほか、急傾斜地での法面整形や堰堤等の高所作業、さらには、地すべり防止工事に
おける坑内作業等、多様な現場で多くの作業員が従事し、多くの機械作業が行われています。
　そこでまず、委託・請負契約が締結されると施工計画書が受託者から提出されることから、労働災害防止
の取組が適切に計画されているか確認することや、林業機械をはじめとする機械作業における安全対策、夏
季の熱中症対策、施工手順、現場の安全衛生等に重点を置き取組を行いました。
　現場作業では、専門技術管理員の協力を得て、福島労働基準監督署並びにRST福島、森林土木事業者に
よる労働安全パトロールを実施し、機械器具の点検と適切な使用、作業範囲内への立入り禁止、上下作業の
禁止、転落防止措置の状況等の点検を行いました。点検後は、福島労働基準監督署の指導のもと、他の模範
となる良い取組のほか、改善点等の意見交換を行い、危険が確認された個所については、事業者に即時改善
していただきました。
　また、労働災害防止にあたっては、事業の発注者側のスキルも必要であることから、所内の林業普及指導
員、森林土木事業の監督員等を対象に、福島市消防本部福島消防署の職員を講師に、実技を中心とした成人
の心肺蘇生法、AED取り扱い、止血法など３時間の救命救急講習を実施し、現場で救急車が到着するまで
の応急手当法について学びました。
　県北農林事務所としては、死亡災害や死傷災害の「労働災害ゼロ」を目指し、引き続き現場に密着した労
働安全衛生に取り組んでいきたいと考えています。

普通救命救急講習の受講



林業福島　令和元年５月１日発行

9―　 ―

団体のページ

公
益
財
団
法
人　

ふ
く
し
ま
フ
ォ
レ
ス
ト
・
エ
コ
・
ラ
イ
フ
財
団

森
林
の
中
で
自
然
あ
そ
び
を

�

体
験
し
よ
う
！

１　

は
じ
め
に

　

当
財
団
で
は
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
、

福
島
県
こ
ど
も
未
来
局
こ
ど
も
・
青
少
年

政
策
課
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、「
自

然
あ
そ
び
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
以
降
、
飛
散
し
た
放
射
性
物

質
へ
の
不
安
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
外

遊
び
の
機
会
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
子
ど
も
の
心

身
の
健
や
か
な
発

育
を
促
す
外
遊
び

や
自
然
ふ
れ
あ
い

体
験
の
重
要
性
が

改
め
て
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
安
心
し
て

外
遊
び
が
で
き
る

「
ふ
く
し
ま
県
民

の
森
」
に
お
い

て
、
主
に
未
就
学

児
を
対
象
と
し
て

自
由
遊
び
や
自
然

体
験
を
行
う
た

め
、
季
節
ご
と
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
毎
年
一
、
〇
〇
〇
人
前
後

の
親
子
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
や
自
然
の
中
で
の
遊
び
を
体

験
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

２　

人
気
の
イ
ベ
ン
ト

　

自
然
あ
そ
び
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
は
年
三

〇
回
開
催
し
、
も
り
の
冒
険
隊
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
人
気
の

あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

⑴　

小
川
で
生
き
物
を
探
そ
う

　
　

フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
の
森

林
学
習
エ

リ
ア
を
流

れ
る
沢
の

生
き
物
を

観
察
す
る

イ
ベ
ン
ト

で
す
。
講

師
に
よ
る

説
明
の

後
、
流
れ
の

あ
る
所
や
緩

い
所
に
網
を

入
れ
、
川
の

小
さ
な
生
き

物
た
ち
を
採

集
し
ま
し

た
。
採
集
し

た
生
き
物
は
、
バ
ッ
ト
に
入
れ
、
み
ん

な
で
観
察
し
ま
し
た
。
水
生
の
生
き
物

を
観
察
す
る
こ
と
で
生
き
物
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら

い
、
川
の
生

態
系
を
学
ぶ

と
と
も
に
自

然
の
豊
か
さ

を
知
っ
て
も

ら
い
ま
し

た
。

⑵　

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
入
門
編

　
　

キ
ャ
ン
プ
が
初
め
て
の
親
子
が
安
心

し
て
野
外
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
福
島

県
キ
ャ
ン
プ

協
会
に
講
師

を
依
頼
し
、

ド
ー
ム
型
テ

ン
ト
の
設
営

方
法
、
安
全

な
火
の
お
こ

し
方
と
扱
い

方
、
火
を
使
っ

て
お
子
さ
ん
が

簡
単
に
楽
し
め

る
野
外
調
理

「
棒
ま
き
パ
ン
」

作
り
、
シ
ュ
ラ

フ
や
ラ
ン
タ
ン

の
使
い
方
、
フ

ラ
フ
ー
プ
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
使
っ

た
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア

遊
び
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

テ
ン
ト
設
営
で
は
、
お
子
さ
ん
が
積

極
的
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
ポ
ー

ル
の
組
み
立

て
や
ペ
グ
打

ち
な
ど
、
親

子
で
力
を
合

わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
ま

し
た
。

３　

お
わ
り
に

　

震
災
後
、
福
島
県
で
は
子
ど
も
の
肥
満

率
の
高
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
外
遊
び
の
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
も
実
情
で
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
で
は
、
自

然
あ
そ
び
事
業
の
ほ
か
に
も
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
を
準
備
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大　人 子ども 合　計

平成28年度 446 466 912

平成29年度 506 520 1,026

平成30年度 476 517 993

表－１　イベント参加者数（自然あそび事業）

小川で生き物を探そう

ファミリーキャンプ「外遊び」

小川で生き物を探そう

小川で生き物を探そう

ファミリーキャンプ「棒まきパン」

ファミリーキャンプ「テント設営」

フォレストだより
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始まりは種子から

苗協だより

福島県農林種苗農業協同組合

　

主
要
な
造
林
樹
種
の
苗
は
種
子
か
ら
育

て
て
い
ま
す
。
林
業
の
始
ま
り
は
種
子
か

ら
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
壊

滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
海
岸
防
災
林
で
植

栽
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
マ
ツ
を
は
じ
め
と
す

る
松
類
の
種
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

松
類
の
多
く
は
、
花
が
咲
い
て
受
粉
し

て
か
ら
実
（
球
果
）
が
充
実
す
る
ま
で
二

年
を
要
し
ま
す
。
今
年
受
粉
し
て
も
種
子

が
と
れ
る
の
は
二
年
後
に
な
り
ま
す
。
よ

く
目
に
す
る
松
ぼ
っ
く
り
は
二
年
前
に
受

粉
し
た
球
果
で
す
。
ク
ロ
マ
ツ
の
種
子
を

と
る
の
は
、
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
九
月
二
〇
日
以
降

で
、
球
果
は
ま
だ
緑
色
の
状
態
で
す
。

　

緑
色
の
球
果
は
乾
燥
に
と
も
な
っ
て
茶

色
に
変
わ
り
ま
す
。
す
る
と
種

鱗
が
開
き
、
そ
の
間
か
ら
翼
と

呼
ば
れ
る
羽
根
の
付
い
た
種
子

が
自
然
に
落
下
し
ま
す
。
そ
の

翼
を
取
っ
た
の
が
種
子
と
な
り

ま
す
。
翼
は
種
子
が
遠
く
ま
で

風
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
付
い
て

い
ま
す
。
乾
燥
し
た
球
果
か

ら
、
羽
根
の
付
い
た
種
子
が
ク

ル
ク
ル
と
回
り
な
が
ら
落
ち
る

様
子
は
、
子
供
た
ち
に
人
気
が

あ
り
ま
す
の
で
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

松
類
は
種
類
に
よ
っ
て
種
子
の
大
き
さ

が
違
い
ま
す
。
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の
種
子
を
初

め
て
目
に
し
た
人
は
、
そ
の
大
き
さ
に
驚

き
、
食
べ
ら
れ
な
い
の
か
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
ヤ
ニ
が
強
く
て
食
用
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
食
用
と
な
る
の
は
海
外
の
松

の
種
子
で
す
。

　

採
取
し
た
種
子
は
エ
タ
ノ
ー
ル
に
浸

し
、
沈
ん
だ
種
子
だ
け
を
選
ん
で
冷
蔵
保

存
し
、
翌
春
に
播
種
し
ま
す
。
約
一
カ
月

後
に
発
芽
し
、
山
行
き
苗
と
し
て
植
栽
さ

れ
る
ま
で
約
一
年
半
か
ら
二
年
間
大
切
に

育
て
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
吾
妻
山
系
の
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
は
、

日
本
三
大
五
葉
松
と
し
て
盆
栽
の
世
界
で

は
有
名
で
す
が
、
自
生
し
て
い
る
山
地
は

国
立
公
園
等
に
指
定
さ
れ
て
お
り
自
由
に

採
取
で
き
ま
せ
ん
。
当
組
合
で
は
、
吾
妻

五
葉
松
の
伝
統
を
守
り
、
後
生
に
残
し
た

い
と
の
地
元
生
産
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
吾
妻
山
系
で
種
子
が
採
取
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
に
対
す
る
許
認
可
手
続
き
な

ど
、
伝
統
を
守
る
た
め
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

前年の球果（下）と当年の花（上）
（写真提供：福島県林業研究センター）

種子の大きさの違い 乾燥した球果と羽根の付いた種子

発芽したクロマツ
（写真提供：福島県林業研究センター）
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郡
山
女
子
大
学 

人
間
生
活
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

森
を
活
か
し
た
教
育
活
動
（
子
ど
も
と
青
年
の
異
世
代
交
流
事
業
）

木
の
文
化
を
育
む
②

○
は
じ
め
に

　

原
発
事
故
以
降
、
屋
外
活
動
が
制
限
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
福
島
県
で
は
肥
満
傾
向

児
が
増
加
し
、
運
動
能
力
の
低
下
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
復
興
が
進

み
、
屋
外
の
自
然
環
境
が
改
善
し
た
今
日
、

大
玉
村
に
あ
る
、
ふ
く
し
ま
県
民
の
森

「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
」
で
は
、

福
島
県
「
子
ど
も
と
青
年
の
異
世
代
交
流

事
業
」
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
ふ
く
し
ま
を
通
じ
て
、
保
育
系
の

学
科
を
有
す
る
大
学
へ
の
参
加
呼
び
か
け

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
郡
山
女
子
大

学
短
期
大
学
部
、
い
わ
き
短
期
大
学
、
福

島
大
学
な
ど
、
県
内
の
大
学
（
保
育
・
教

育
系
学
科
）
で
学
ぶ
学
生
た
ち
が
、
自
然

あ
そ
び
に
よ
る
「
親
子
あ
そ
び
」
の
企
画

を
考
え
、
実
践
す
る
取
組
で
す
。
森
と
い

う
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
外
遊
び
」
の
体
験

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
自
然
体
験
の
場

と
社
会
性
の
向
上
、
学
生
に
と
っ
て
は
一

般
の
親
子
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
る
社
会

体
験
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
や
学
生
に
と
っ
て
非
常
に

有
益
な
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

学
生
た
ち
は
、
親
子
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
を
行
う
前
に
、
会
場
で
あ
る
ふ

く
し
ま
県
民
の
森
「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

あ
だ
た
ら
」
を
散
策
し
、
実
際
に
森
を
見

て
、
触
れ
て
体
感
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

散
策
後
、
学
生
た
ち
は
自
身
が
幼
少
期

に
体
験
し
た
自
然
遊
び
を
思
い
返
し
、
遊

び
か
ら
得
た
学
び
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
自

然
散
策
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
自
然
遊
び
の
意
義
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
は
、
福
島
県
も
り
の

案
内
人
（
自
然
観
察
会
や
野
外
活
動
、
森

林
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
、
一
緒
に
学
び

な
が
ら
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
広
く
県

民
に
伝
え
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

指
導
者
。
五
頁
に
関
連
記
事
）
を
講
師
に

迎
え
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
共
に
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
学
ぶ
体
験
も

し
ま
し
た
。

○
親
子
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

　

学
生
主
体
で
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

実
施
予
定
の
時
期
が
積
雪
の
多
い
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
た
ち
は
雪
の
中
で

の
遊
び
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
二

月
に
イ
ベ
ン
ト
の
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

火
を
お
こ
し
て
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
た

り
、
独
自
で
ル
ー
ル
を
決
め
た
遊
び
「
松

ぼ
っ
く
り
を
探
せ
」
を
行
っ
た
り
、
そ
り

遊
び
を
し
た
り
、
学
生
視
点
の
発
想
で
、

新
た
な
「
外
遊
び
」
を
創
造
し
、
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

○
事
業
の
成
果

　

企
画
全
体
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、

企
画
会
議
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
、
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教

育
学
科
柴
田
卓
氏
に
よ
る
と
、
参
加
者

（
保
護
者
）
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

九
七
㌫
の
保
護
者
が
子
ど
も
の
外
遊
び
や

自
然
体
験
へ
の
興
味
・
関
心
が
向
上
し
た

と
回
答
し
て
お
り
、
満
足
度
は
一
〇
〇
㌫

で
あ
っ
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

学
生
に
よ
る
自
己
評
価
に
お
い
て
、
基
本

的
姿
勢
・
課
題
探
求
力
・
導
く
力
の
三
つ

の
能
力
向
上
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
保
育
者
や
教
育

者
を
目
指
す
学
生
が
、
福
島
県
の
抱
え
る

子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
課
題
を
理
解
し

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
他
大
学
の
学

生
と
協
働
し
な
が
ら
具
体
的
に
企
画
・
運

営
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
子
ど
も
の
様
子
や
遊
び
に
つ
い
て
保

護
者
と
交
流
で
き
た
こ
と
な
ど
、
学
生
た

ち
が
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
た
こ
と
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　

森
に
囲
ま
れ
た
「
外
遊
び
」
の
体
験
は
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
に
伴
う
運
動
意
識
向
上
の

み
な
ら
ず
、
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
発
達
、
若
い
世
代
（
親
子
・

学
生
）
の
「
外
遊
び
」
へ
の
理
解
な
ど
、

さ
ら
な
る
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
取
組

で
し
た
。「
子
ど
も
と
青
年
の
異
世
代
交

流
事
業
」
の
活
動
は
今
年
度
も
引
き
続
き

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

フォレストパークあだたら散策

ワークショップの様子

火おこしをして“マシュマロ焼き”
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東
白
川
郡
矢
祭
町
は
福
島
県
最
南
端
に

位
置
し
、
町
内
に
は
県
南
農
林
事
務
所
管

内
唯
一
、
一
つ
の
市
町
村
内
に
二
つ
の
生

活
環
境
保
全
林
が
あ
り
ま
す
。
生
活
環
境

保
全
林
は
、
市
街
地
等
の
周
辺
に
あ
っ
て

水
源
の
か
ん
養
や
土
砂
の
流
出
な
ど
の
防

備
の
た
め
、
保
安
林
の
機
能
を
多
目
的
か

つ
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
造
成
改
良
整
備
さ
れ
た
森
林
で
あ
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
生
活
環
境
保
全
林
の
う
ち
、
茨

城
県
境
近
く
に
あ
る
矢
祭
山
生
活
環
境
保

全
林
は
平
成
十
二
年
か
ら
利
用
さ
れ
、
遊

歩
道
を
登
る
と
展
望
台
が
あ
り
町
内
の
景

色
を
堪
能
で
き
ま
す
。
平
成
三
〇
年
八
月

に
は
東
白
川
郡
内
の
小
学
生
九
四
名
が
参

加
し
た
夏
休
み
森
林
教
室
の
開
催
場
所
と

な
り
、
森
の
ク
イ
ズ
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ

な
ど
様
々
な
体
験
活
動
に
よ
り
自
然
と
ふ

れ
あ
い
、
森
林
の
働
き
な
ど
を
理
解
す
る

場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
舘
山
生
活
環
境
保
全
林
は
矢

祭
町
役
場
近
く
に
あ
り
、
平
成
二
年
か
ら

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
全
林
内
に
あ
る

展
望
台
か
ら
は
、
矢
祭
山
方
面
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
景
色
を
見
る
に

は
一
二
〇
段
の
階
段
を
登
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
登
り
切
っ
た
達
成
感
と
雄
大
な
風

景
を
望
め
た
と
い
う
感
動
を
十
分
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
県
南
地
方
に
お
越
し
の
際

は
、
矢
祭
町
の
二
つ
の
生
活
環
境
保
全
林

内
に
あ
る
展
望
台
へ
登
っ
て
、
矢
祭
町
内

や
八
溝
山
系
な
ど
の
眺
望
を
ご
覧
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
一
㌫
増
（
前
年
比
一
㌫
減
）

の
二
八
、
〇
五
六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
〇
㌫
増
（
前
年
比
四
㌫
減
）
の
二
七
、
九
九
五
立
方
㍍

と
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
の
価
格
は
弱
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

福
島
県
最
南
端
の
生
活
環
境
保
全
林

北　

條　

武　

男

県
南
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（2019年２月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 　（ 0～ 0） 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並

スギ
10（10～10） 0 　（ 0～ 0）  9（ 8～ 9） 0  9（ 8～10） 0

10～14 並 13（13～14） 0 　（ 0～ 0） 12（12～12） 0 13（12～14） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 12（11～14） △1 11（11～11） 0 13（13～13） △1 12（11～14） △1

並 ヒノキ 19（16～22） 0 18（18～18） 0 16（16～17） △1 18（16～22） 0

6.00
並 スギ 17（15～18） 0 13（10～15） 0 17（17～17） 0 16（10～18） 0

並 ヒノキ 30（25～35） 0 　（ 0～ 0） 22（19～24） △1 26（19～35） 0

20～28

3.65 並
スギ

13（12～14） 0 11（10～13） 0 13（12～13） △1 12（10～14） △1

4.00 並 12（12～13） △1 12（12～12） 0 13（12～13） △1 12（12～13） △1

4.00 並
アカマツ

 9（ 7～12） 0 　（ 0～ 0）  9（ 9～10） △1  9（ 7～12） 0

1.80 並  8（ 5～11） 0 　（ 0～ 0）  8（ 8～ 8） 0  8（ 5～11） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 29（28～30） △1 29（28～30） △1

並 米マツ 　（ 0～ 0） 39（39～39） 0 29（28～30） 0 32（28～39） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 27（25～28） 0 27（25～28） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 27（25～28） 4 27（25～28） 4

パルプ
用材

並 マツ  7（ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0）  6（ 5～ 6） 0  6（ 5～ 7） 0

並 広葉樹 10（10～10） 0 　（ 0～ 0）  6（ 6～ 6） △1  8（ 6～10） 0

舘山生活環境保全林から矢祭山（正面）方面を望む
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

「
令
　
和
」

表紙の写真
　

五
月
六
日
は
立
夏
。
初
夏
の
風
に
吹
か
れ
て
散
歩
を
す
る
に
は
、
い
い
季
節
に
な
っ
て

き
た
。
ウ
グ
イ
ス
も
繁
殖
の
準
備
に
は
い
る
と
み
え
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
、
鳴
く
声
も

き
れ
い
に
響
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
耳
に
と
て
も
心
地
よ
く
、
耳
で
も
楽
し
め
る

季
節
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
て
く
る
ス
ズ
メ
の
子
は
、
親
と
暮
ら
す
の
は
十

日
間
ほ
ど
で
、
後
は
ス
ズ
メ
の
子
だ
け
で
仲
間
を
つ
く
り
親
か
ら
離
れ
て
い
く
ら
し
い
。

五
月
十
日
か
ら
十
六
日
の
愛
鳥
週
間
は
、
新
緑
の
中
で
の
産
卵
、
子
育
て
、
巣
立
ち
を
す

る
鳥
た
ち
を
優
し
く
見
守
る
週
間
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
季
節
の
中
、「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。
濃
淡
深
浅
な
緑
と

と
も
に
、
新
し
い
時
代
が
明
け
る
こ
と
の
何
と
清
新
な
こ
と
か
。
二
〇
一
九
年
は
、
お
正

月
で
新
年
が
明
け
、
五
月
一
日
に
新
し
い
時
代
と
な
り
、
今
年
は
喜
ば
し
い
思
い
を
二
度

味
わ
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
新
元
号
の
「
令
」
は
、
古
い
意
味
で
は
〝
神
様
の
お
告
げ
〟〝
皆
が
仲

良
く
〟
と
い
う
事
。
ま
た
、〝
う
る
わ
し
い
〟
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
金
田
一
秀
穂
氏
談
）
英
訳
で
は
、〝Beautiful harmony
―
美
し
い
調
和
―
〟。
チ
ベ
ッ

ト
語
で
〝
レ
イ
ワ
〟
は
、
希
望
。
そ
し
て
、
手
話
表
現
で
は
、「
片
手
を
前
に
動
か
し
な

が
ら
、
す
ぼ
め
た
指
を
緩
や
か
に
開
く
動
作
で
、
花
の
つ
ぼ
み
が
未
来
に
向
か
っ
て
咲
く

様
子
を
表
現
。
万
葉
集
の
梅
の
花
の
歌
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
指
先
か
ら
香
り
を
放
つ
よ
う
な

表
現
に
し
た
」（
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
小
出
常
務
理
事
談
）

　
「
指
先
か
ら
香
り
を
放
つ
」
な
ん
て
繊
細
で
美
し
い
日
本
人
の
心
の
表
現
で
は
な
い
か
。

新
元
号
の
発
表
後
「
万
葉
集
」
が
注
目
さ
れ
始
め
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
匂
い
立
つ
よ
う
な

「
令
和
」
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

「大きくなぁれ」
第33回ふくしま緑の写真コンクール
金賞
受賞者　涌井礼子さん（福島市）
撮影場所：北塩原村

ふくしま県GAP認証制度による認証（きのこ関係）

平成30年度全日本学校関係緑化コンクール表彰校が決定

　福島県は、県産農林水産物の安全を確保
し、消費者からの信頼性の向上を図ることを
目的に、ふくしま県GAP（FGAP）の認証制
度を実施しており、所得向上や農作業事故
ゼロ、更には風評払拭に向け、より良い農
業の証であるGAP日本一を目指していま
す。
　平成30年度までのFGAPの認証結果（き
のこ関係）は、次のとおりです。

　（公社）国土緑化推進機構は、青少年の緑化活
動と学校における緑化教育の一層の推進を図るた
め、毎年度全日本学校緑化関係コンクールを実施
しています。
　平成30年度の本県関係の表彰校は、次のとおり
で、本年６月２日に愛知県で開催される第70回全
国植樹祭の会場で表彰されます。

部　　　門 表彰の区分 学　校　名

学校林等活動の部
入　選

国土緑化推進機構
理事長賞

会津若松市立湊小学校

学校環境緑化の部
入　選

国土緑化推進機構
理事長賞

会津若松市立大戸小学校

認　証　日 生産者等の名称 市町村名 品　目　名

平成29年10月17日 株式会社日光林キノコ園 白河市 きのこ

平成29年10月17日 野原　勇一 西会津町 きのこ

平成30年11月15日 杉原　辰徳 西会津町 きのこ
（しいたけ、きくらげ）

平成31年２月26日
さめがわドリームきの
こ園andきよらの里　
鈴木　幸男

鮫川村 きのこ（しいたけ）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

For the future with forest

http://www.iwafuji.co.jp/

GP-35B



監　
　
　

修　
福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　
水
戸　

典
明　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に
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For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


